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表１ 嘉永6年（1853）大阪輸出釘相場

番号 形状 品名
1000本

目方（匁）
100匁

値段（文）
代銭

（文）
1本値段
（文）

1 巻頭 イ印2寸7歩 1250 130 1625 1.625
2 巻頭 ロ印2寸6歩 1200 130 1560 1.56
3 切落し ハ印2寸4歩 1000 130 1300 1.3
4 切落し ニ印1寸9歩 600 140 840 0.84
5 切落し ホ印1寸3歩 330 163 545 0.545

出典：「大坂積登り釘相場」（「約定申一札之事」柴田家文書、本3156、個人所蔵）
註：ホ印については、目方、値段、代銭の計算が合致しないが、史料のまま記載した。

表２ 嘉永6年（1853）大阪輸送釘1束につき本数、代銭

番号 形状 品名
1束につき
釘数（本）

1本値段
（文）

1束代銭
（文）

1 巻頭 イ印2寸7歩 10800 1.625 17550
2 巻頭 ロ印2寸6歩 11300 1.56 17628
3 切落し ハ印2寸4歩 13500 1.3 17550
4 切落し ニ印1寸9歩 22500 0.84 18900
5 切落し ホ印1寸3歩 41000 0.545 22345

出典：「荷物仕立覚」（「約定申一札之事」表１に同じ）
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表３ 釘輸送の安来における諸経費
番号 経費 金額等 備考

1 釘蔵鋪 永井屋より申上候
2 支配請 1駄に付銀3分
3 駄別銀 銀4分
4 丁持賃 1駄に付12文 銀にして約1.14分

8.14分＋α
出典：「覚」（「約定申一札之事」表１に同じ）
註1：1駄＝27貫目。
註2：嘉永6年（1853）大坂相場銭1貫文＝銀9.50匁で計算している。

合計
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表４ 天保10年（1839）繰綿を販売する際の利益
品目 金額（文）

001賃船
008綿繰目貫02

懸問屋にて綿改駄津仕立賃 23
02持丁
081銭口屋問
09銭口屋問懸
3121計合

出典：「安来町並廻船問屋綿懸問屋綿中買惣代演説書」
（金藤家文書、『安来市史研究』（3）、青戸朋翻刻、1993年）
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